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 審査対象論文は、東方キリスト教（正教会）の神秘主義とされることもあるヘシュカス

ム（静寂主義）を理論的に擁護し、その意義を確立したとされるグレゴリオス・パラマス

(c.1296-1356)の思想と実践を、とくにその身体観に焦点を合わせて検討したものである。

東方キリスト教的な人間理解の特徴をそこに探り出そうとしている。パラマスの生涯と時

代背景を整理した「序」に続いて、本論は「第１部 山の身体」と「第２部 街の身体」

に大別され、両部の間に「エウカリスティアの実践」と題する「間奏」がおかれる。「結論」

の後に、論文全体の論旨を別の観点から語り直した論考と、パラマスらの修道思想の後世

への受容のあり方を主題とした論考が、「補論」として加えられている。 
第１部はパラマスの修行論が主題となる。特殊な身体技法を用いて人間の神化（テオー

シス）を実現するとするヘシュカスムを、カトリック神学に近い立場から批判したバルラ

ームとの論争を題材とする。著者は、論争の中心問題を原典の精緻な読解によって探り出

し、西欧的身心関係論とは異質な、人間が身体をもつことに決定的な意義を見てとる人間

観に立ってパラマスが思考していることを研究史を踏まえつつ明らかにする。そしてそこ

に、神の受肉の教義の東方キリスト教的展開を見てとる。これはひとつの成果であるが、

著者はその過程で、人間の神化の可能根拠を神の「エネルゲイア」論に基づいて論ずるこ

との多かった従来の研究を拡張して、身体性に最も密着した秘蹟であるエウカリスティア

（聖体拝領）の意義に着目するに到る。「間奏」部分で当時のエウカリスティアを巡る実情

や論争を整理した上で、第２部では、パラマスの一般信徒向け説教を広く検討し、「不断に

祈る」というヘシュカスムの理想が一般信徒にも可能となる方途としてエウカリスティア

の意義が説かれていることを見いだす。すなわち、神の受肉が人間一般の神化の根拠であ

るのに対して、信徒一人各自が固有の身体において与るエウカリスティアが個人としての

人間の神化の根拠とされているとする。そしてそこに、「個」としての人間把握を見ようと

する。 
パラマスの論考における哲学的語義の理解に関して、また説教の分析手法や聴衆による

受容のされ方が十分検討されていない点など、なお課題は残るが、本論文が、パラマスの

神学・哲学的人間論レベルでの身体論と、修行や典礼という具体的宗教実践の場面での身

体論を連続的にとらえ、修道者・神学者としての営為と教会聖職者としての行動を幅広く

見渡して、その東方キリスト教的身体観、人間観を複合的・立体的に描き出したことは、

大きな成果といえる。よって審査委員会は、本論文が博士（文学）授与に値するものと判

断する。 


